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５ 手動式油圧切断機取扱要領 

(1) 概要

手動式油圧切断機は、可搬式の救助資機材で切断・つぶし・拡張することにより、災害現場における各種

障害物の排除等を行い、人命救助及び破壊工作等に使用するものです。 

(2) 各部の名称

＜名称＞

１ アーム  ８ プロテクションフード 

２ キャリングハンドル  ９ コントロールピン 

３ スプレッドチップ  10 折りたたみポンプハンドル 

４ 切刃  11 ポンプハンドルロック 

５ 付属品接続穴  12 ポンプハンドル位置調整ノブ 

６ センターナット  13 ポンプハンドルキャッチ 

７ センターボルト
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(3) 点検要領

ア スプレッド部、カッティング部、アーム部、及びポンプハンドル部に外傷がないか点検します。

イ センターボルトやに緩みがないか確認します。

ウ 各部のガタつきや油漏れがないか確認します。

(4) 取扱要領

ア 準備

(ｱ) 折りたたみハンドルを展開します。

(ｲ) 調整ノブを使用し、適切な位置にポンプハンドルをセットします。（ポンプハンドルは 360 度回転

します。使用時は必ずポンプハンドル位置調節ノブがロックされているのを確認してください。）

(ｳ) 操作に合わせてアームの開閉幅及びコントロールピンの位置を調整します。

(ｴ) キャリングハンドルとポンプハンドルを握り、本体を安定させます。

イ 操作

(ｱ) 切断

a ブレードを開いて切断物に対し刃先が 90度に当たるようにします。

b コントロールピンをクローズの位置にセットします。

c ポンプハンドルを前後に動かして切断します。切断時は、センターボルト付近で切断するように

してください。切断中、刃先の広がりが５mm 程度になるとほぼ能力の限界です。その場合は一度

刃を開き、もう一度刃を当てなおしてください。 

(ｲ) つぶし

a ブレードを開いて対象物に対しすべり止めのある先端のスプレッドチップ部を当てます。

b コントロールピンをクローズの位置にセットします。

c ポンプハンドルを前後に動かしてつぶしを行います。アーム部での作業は危険を伴いますので、

行わないでください。 

(ｳ) 拡張

a 対象物に合わせ、アームの幅を調整し、チップ部の先端を両側とも安定するように当てます。

b コントロールピンをオープンの位置にセットします。

c ポンプハンドルを前後に動かして拡張を行います。チップ部両端が両側とも安定して拡がってい

ることを確認します。 

ウ 収納

(ｱ) 操作終了後スプレッド部、カッティング部、アーム部及びポンプハンドル部に外傷がないか点検し

ます。

(ｲ) 汚れは布などでふき取ります。

(ｳ) ツールに圧力がかからないよう、刃先を５mm程度開いた状態で保管します。

(5) 保守管理

ア 使用後は、清掃を実施してください。

イ 収納時は刃先を５mm程度開いた状態で保管してください。

ウ 収納時は、コントロールピンをニュートラルに合わせてください。

(6) 使用上の留意事項

ア 手足をはさまれないよう安定した足場を確保し、しっかりと本体を保持し操作してください。

イ 作動中アームとアームの間に手や足を入れないでください。

ウ 使用中、異常音や異常な動きがあった場合、直ちに使用を中止してください。

エ 高温（作動油の温度が60度以上）の状態で使用しないでください。

オ 各部位の分解等は行わないでください。

カ 本体に貼ってある注意事項等を記したラベルを汚したり、はがしたりしないでください。
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